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近江鉄道
の概要

現状の
課題

近江鉄道路線図

・近江鉄道の利用者数がピーク時の約40％(475万人)まで減少

・開業後120年を超え、鉄道施設の老朽化が進行

・設備更新費用等も増加し、1994年から30年近く赤字が続く

・近江鉄道は滋賀県東部地域の市町を結ぶ鉄道

・開業から120年を超える全国でも最古級の地域鉄道

・通勤通学利用が全体の約６割を占め、地域生活を支える公共交通

として欠かすことのできない重要な地域鉄道

・平成28年６月に近江鉄道より事業継続が困難との状況説明がある

・令和元年11月から近江鉄道の存廃を議論する法定協議会を滋賀

県と沿線市町で立上げ

・令和６年度から上下分離方式（運行は鉄道事業者、設備保有は

沿線市町）での全線維持存続が決定

・鉄道事業者と沿線市町が一体となり鉄道利用者を増やす取組み

をより一層強化

これまでの
経過
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これまでの
取組み

【近江鉄道の取組み】

・全線無料デイ

令和４年10月16日に近江鉄道全線を１日無料とした3.8万人（通常の約

12倍）の利用があり、メディアにも大きく取り上げられた

・近江鉄道みらいファクトリー

近江鉄道社員と沿線住民とがディスカッションし、出てきたアイデアで

実現可能なものから沿線住民と一緒に実施

【沿線市町の取組み】

・近江鉄道全線乗車キャンペーン

近江鉄道を利用したことがない人のきっかけ作りとして近江鉄道が１日

乗り放題となる乗車券を期間限定で500円で販売

・駅の利用環境改善

駅駐輪場の整備やトイレの洋式化など利用環境の改善をしています。

事業の
目的

近江鉄道利用者の利用頻度増加・新規利用者獲得

近江鉄道利用機会創出プロジェクト
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得られる
成果

寄附の
メリット

・東近江市ホームページでのご紹介

・礼状、感謝状の贈呈

・SDGｓ「11.住み続けられるまちづくりを」への貢献

・近江鉄道全線乗車キャンペーンのきっぷ券面に企業名又は

企業ロゴを掲載します。（今年度販売枚数26,008枚）

・沿線住民の中にも、近江鉄道を利用したことがない人が多い

・１人でも多く、１回でも多く近江鉄道を利用いただけるよう

利用機会の創出を行いたい

【連絡先】
滋賀県 東近江市役所
都市整備部 公共交通政策課
Tel  ：0748-24-5658
Mail：kotsu@city.higashiomi.lg.jp

【実施事業】

・近江鉄道全線乗車キャンペーン

【事業費】

・１，１００万円

寄附金の
使用目的


	スライド 1: 近江鉄道 利用促進 創出プロジェクト
	スライド 2
	スライド 3: 　近江鉄道利用機会創出プロジェクト
	スライド 4: 　近江鉄道利用機会創出プロジェクト

